
 
ＮＥＸＣＯ東日本の営業概要 

～営業延長は３,９４３ｋｍ、建設延長は８５ｋｍ～ 
 

１．営業の状況 

 

（１） 通行台数、料金収入の状況（第３四半期累計及び年間累計） 

  
第３四半期

累計 
対前年比 対前々年比 

令和３年度 

累計 
対前年比 対前々年比 

通行台数 

（千台・日平均） 
２，９２４ １０３．５％ ９８．７％ ２，７７３ １０６．９％ ９１．８％ 

料金収入※ 

（百万円・税抜） 
２０１，３０６ １０６．２％ ９８．３％ ５７１，９８６ １１０．４％ ９０．０％ 

※参考値（速報）のため、料金収入の確定値とは一致しない可能性があります 

 

（２）車種別の走行台キロ（第３四半期累計及び年間累計）                  対前年同期比 

 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車 合計 

第３四半期累計 

（対前々年比） 

１０６．０％ 

（９７．６％） 
１０５．０％ 

（９３．０％） 
１０１．７％ 

（９５．１％） 
１０３．１％ 

（９８．４％） 
１０７．７％ 

（８８．６％） 
１０４．５％ 

（９４．４％） 
令和３年度累計 

（対前々年比） 

１０９．４％ 

（８４．６％） 
１０７．７％ 

（７８．９％） 
１０３．９％ 

（９３．５％） 
１０５．２％ 

（９７．６％） 
１１１．９％ 

（８１．８％） 
１０７．１％ 

（８３．４％） 
※高速自動車国道のみ 

 

２．ＥＴＣの利用状況 

 

ＥＴＣ利用率（１２月） ＥＴＣ２．０利用率（１１月） 

９２．２％ ２７．８％ 
 

【関東地区 主要本線料金所及び路線のＥＴＣ利用率】 

 関越道：新座９４．９％、東北道：浦和９６．０％、常磐道：三郷９５．４％、東関東道：習志野９５．２％ 

 東京湾アクアライン：９８．２％、東京外環道９５．７％ 

 

３．サービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）の状況 

 

（１）営業施設のあるＳＡ・ＰＡ 

   １９６カ所（ＳＡ：７８、ＰＡ：１１８） 

 

（２）売上高（第３四半期累計及び年度累計、百万円） 

項目 
売上高 

（第３四半期累計） 

  売上高 

（令和３年度累計） 

  

対前年比 対前々年比 対前年比 対前々年比 

飲食・物販 ２１，０３９ １０９．３％ ８７．５％ ５５，１０６ １１６．２％ ６８．４％ 

Ｇ Ｓ １５，２２７ １２６．７％ １０６．５％ ４１，２１０ １２９．５％ ９６．３％ 

合計 ３６，２６７ １１６．０％ ９４．５％ ９６，３１６ １２１．５％ ７８．１％ 

※端数処理の関係で合計が合わないことがあります 

  

令和４年１月２６日 
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令和４年１月２６日

東日本高速道路（株）

定例会見　　資料１



 
（参考） コロナ禍における交通量の推移 

新型コロナウイルス感染症が国内で拡大し始めた令和 2 年 3 月以降、現在まで新型コロナウ

イルスの感染拡大が高速道路における交通量への影響を与えている。 

○令和 2 年 3 月以降における車種別交通量の推移 

・小型車類（軽自動車等・普通車）は、新型コロナ感染拡大や緊急事態宣言等の発令に応じ

て交通量が減少する傾向。 

・大型車類（中型車・大型車・特大車）は減少傾向にあるものの、小型車類より安定的に推移。

大型車は貨物輸送量に関連して増減する傾向にあり、特大車は貨物輸送量の増減に加え

て観光バスの減少の影響も受け、低調に推移しているものと考えられる。 

【NEXCO 東日本管内 高速自動車国道における車種別台キロの推移】 

（車種別台キロの１２か月移動和（R2.3＝100）推移） 

大型車台キロ及び貨物輸送量（営業用）の推移   特大車台キロ及び旅客輸送量（貸切バス）の推移 
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○路線別交通量 

・小型車類は、道央道、北陸道、東北道等で減少率が高く、首都圏に近い京葉道路や外環

道では減少率が低い傾向。地方への観光や帰省等が控えられたことにより、主に地方部に位

置する路線で減少率が高くなったものと考えられる。 

・大型車類は、東関東道や道央道で減少率がやや高い傾向。隣接する空港の減便の影響を

受けているものと考えられる。 

・加えて道央道（北海道）においては、道外との往来の減少も一因と考えられる。 

【路線別走行台キロ（R2～3 年平均/R1 年）；小型車類】 

 

【路線別走行台キロ（R2～3 年平均/R1 年）；大型車類】 
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